
リハビリテーション研究

～未来の暮らしが広がる研究～

国立障害者リハビリテーションセンター
研究所

オープンハウス2022

2022年10月15日（土）
１３：００～１６：００
（リハ並木祭と同日開催）



脳機能系障害研究部 Department of Rehabilitation for Brain Functions

運動機能系障害研究部 Department of Rehabilitation for Movement Functions

＜主な展示内容＞ 展示エリアB, C

運動効果の分子メカニズム・骨組
織恒常性維持のメカニズム解明と
治療薬の開発

身体運動の制御メカニズムの解明と神経
障害克服のためのリハビリ技術の開発

褥瘡の発現メカニズムの解明
および予防

➢ 「COVID19下の褥瘡予防の
取り組み」

• 脊髄完全損傷者用長下肢装具の開発（成人モデル・小児
モデル）

• 歩きの特徴を捉える追尾型歩行計測システムの開発
• 重心動揺リアルタイムフィードバック装置BASYSの開発
• 車いすセッティング最適化のためのシミュレーター・
設定可変車いすの開発

• 身体と調和する義手の開発
• 半側空間無視の病態メカニズム理解に基づく新たな評価
手法の開発

➢ 再生医療と連動した脊髄損傷者のリハビリ
テーションの取り組み➢ メカニカルストレスによる生体

内炎症の制御機構

➢ 身体不活動による骨量低下の病
態解明と新規治療・予防法開発
の基盤確立

➢ 科学的根拠に基づくリハビリテーション技術の創発

朝日新聞デジタル > 記事 医療・ 病気 健康・ 予防 研究・ 開発

医療ニュース ニュース・ フ ォ ーカス
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ロボッ ト を使い、 歩く リハビリ をする慢性期の脊

髄損傷の患者＝２ ０ １ ８ 年１ １ 月２ ７ 日、 埼玉県

所沢市

[PR ]

脊髄損傷の再生医療に光　 新たなリ ハビリ 研究も進む

続きから 読む

続きから 読む

　 完全に回復する治療法がない脊髄（ せき

ずい） 損傷の改善を目指す二つの 再生医

療 が、 相次いで節目を迎えた。 研究から実

用化の段階に移るにつれて、 安全性に加

え、 効果や費用など、 患者にとってより良

い治療法かどう かが問われることになる。

一方、 再生医療 による治療効果を一層生

かすため、 リハビリ 手法の研究も進む。

ｉ Ｐ Ｓ で脊髄損傷を治療　 慶応大が承

認、 国に申請へ

　 脊髄損傷 は国内で毎年５ 千人が新たに

なり 、 患者は１ ０ 万人以上とされる。 わず

かな運動や知覚の機能改善でも患者の生活

に大きく 影響する。

　 こう したなか、 先月、 札幌医科大の本望

修教授らと医療機器大手ニプロが開発し

た、 間葉系幹細胞を使う 細胞製剤「 ステミ

ラッ ク注」 の製造販売が、 厚生労働省 の

部会で了承された。 また、 ｉ Ｐ Ｓ 細胞 を

使う 慶応大 の計画を学内委員会が承認。

国に提出した。 認められれば来夏以降に臨

床研究が始まる見込みだ。

　 と もに「 亜急性期」 と呼ばれる負傷後数

週間の患者が対象だ。 将来的に、 患者の多

く を占める損傷から時間がたつ慢性期の患

者の治療を見据えている。

　 それぞれに仕組みは違い、 利点と課題がある。

　 ステミ ラッ ク注は患者自身の細胞を使う ので拒絶反応を抑える免疫抑制剤は不要

だ。 治験では１ ３ 人中１ ２ 人で機能の改善が確認された。 ただ幹細胞を点滴で注入するた

め損傷部に届く のは一部。 「 改善する仕組みがはっきり しない部分がある」 と話す専門家

もいる。

　 製剤は 公的医療保険 の適用を受ける見通し 。 今後７ 年間のう ちに、 これを使った９ ０
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企業のがん対策最前線！

日本航空経営者も登壇。 見えてきた
課題、 これからの働き方とは・ ・ ・

年始の手土産に迷う なら…

創業７ ０ 年　 銀座あけぼのイチオシ
外さない！めでたい年賀菓子とは？

年収２ ０ ０ ０ 万円特集！

普段あまりみない求人多数掲載中
ハイクラス転職サイト ／ビズリーチ

年収２ ０ ０ ０ 万円特集！

普段あまりみない求人多数掲載中
ハイクラス転職サイト ／ビズリーチ

年始の手土産に迷う なら…

創業７ ０ 年　 銀座あけぼのイチオシ
外さない！めでたい年賀菓子とは？

企業のがん対策最前線！

日本航空経営者も登壇。 見えてきた
課題、 これからの働き方とは・ ・ ・

医療と健康のホント

さ まざまな情報があふれるいま、

知っておきたい「 ホント 」 です。

アブカム

一次抗体とキッ ト が今だけお得。

広告

オーデマ  ピゲが紡ぐ時計作りの正統

技術の継承を可能にし たその秘密と は？

スイスの名門「 オーデマ  ピゲ」 が、

現代の女性たちに愛さ れる理由

気になる冷えは手足だけではありません

内臓の冷えに　 お腹を温めるセルフケア

手のひらや足の裏の水ぶく れやひび割れ

その悩み「 掌蹠膿疱症」 かも し れません

将来の選択にまつわるエピソード が満載

ト ッ プニュース スポーツ カルチャ ー 特集・ 連載 オピニオン ライ フ 朝夕刊紙面・ b e M Y朝デジ

新着 天声人語 社会 政治 経済・ マネー 国際 テッ ク ＆サイエンス 環境・ エネルギー 地域 朝デジスペシャル 写真・ 動画
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＜主な展示内容＞ 展示エリアB

➢ 認知行動機能に対するニューロモジュレーション手法の開発

➢ 発達障害者の聴覚の問題とその軽減を目指す研究

➢ 発達障害者の食の問題に関する調査・研究

➢ 発達障害者の表情認知の問題とその軽減を目指す研究

➢ 自閉症の言語の研究

➢ 国リハにおける手話の研究 日常で辛く感じる
音データの収集・分析

脳機能の調節手法に関する研究

発達障害者の感覚認知特性に関する研究

言語の脳メカニズムの多様性の研究

障害福祉研究部 Department of Social Rehabilitation

＜主な展示内容＞ 展示エリアB

➢ 医療的ケアが必要な子どもと家族が安心して暮らすための研究
➢ 障害者ファッション（障害に配慮した衣服）

共生社会の実現に向けた研究

社会制度に関する研究

➢ 補装具の価格のはなし
➢ 「見え方」に問題を抱える方と介護保険サービス



福祉機器開発部 Department of Assistive Technology

障害工学研究部 Department of Rehabilitation Engineering

＜主な展示内容＞ 展示エリアA

➢ 障害者の身体表面に取り付けるセンサの開発

➢ ニーズに基づく障害者のための自立支援機器開発を学ぶ
人材育成プログラムの開発

➢ 重度運動機能障害者を支援するジェスチャ認識インタフェース
➢ 遠隔操作システムを活用した
障害者の社会参加機会の拡大に関する研究開発

➢ 「自分で歩く」を支援する：
無動力×装着型歩行支援機構の提案

基盤技術に関する研究

応用技術に関する研究

イメージ図遠隔操作ロボット試作機

人材育成に関する研究

＜主な展示内容＞ 展示エリアA

認知機能支援機器の利活用に関する研究

意思伝達支援システムの開発に関する研究

電子カレンダー視線検出による意思伝達支援システム

ウェアラブルカメラ

➢ 機械学習を用いて眼の画像から瞳孔中心点を検出する技術を応用して重度運動機能障害者の
見ている方向を検出して、見た方向に該当するスイッチを操作するシステムを構築します

➢ 認知機能障害を有する方の認知機能や生活を支援する機器の普及促進を目指した研究を進めています

感覚機能系障害研究部 Department of Rehabilitation for Sensory Functions

＜主な展示内容＞ 展示エリアB
網膜の変性と再生に関する研究
外界の情報の80%以上を視覚を通して得ていると言われています。光の情報は最初に、眼球の一番内側にある網

膜で受容されるので、網膜が不可逆的な変性に陥ると視覚障害となり、外界からの情報が得られなくなります。私
たちは、分子生物学的手法によって網膜変性疾患に関する研究を行い、新しい診断法・新しい治療法・新しいリハ
ビリテーション方法の開発を目指しています。

聴覚障害の病態解明に関する研究
内耳性難聴の一部で蝸牛の内有毛細胞と蝸牛神経の繋ぎ目（シナプス）の異常が指摘されています。内耳性難聴

には特効薬が無いため、病態を解明した上で創薬や創薬開発を進める必要があります。本研究では、難聴モデル動
物を用いて聴覚障害の病態解明に関する研究を進めています。

幼児吃音の支援体制確立に向けた研究
吃音（どもり）は、音のくりかえし、引き伸ばし、ブロック（ことばが出ない）
を中核症状とする発話障害です。幼児期に主に発症し、数年後に治癒する方が多
いですが、成人になるまで症状が継続する方もいます。我々は有効な支援法およ
び支援体制を確立することを目指しています。



義肢装具技術研究部 Department of Prosthetics & Orthotics

国立障害者リハビリテーションセンター研究所
〒359-855  埼玉県所沢市並木４ー１

電話：04-2995-3100（代）
FAX ：04-2995-3434

＜主な展示内容＞ 展示エリアA

➢ はじめての義手・義足
➢ 義手に関する情報を共有しよう！

➢ 2分でわかる義肢装具技術研究部
➢ 義肢装具技術研究部 職場紹介

➢ 先天性上肢形成不全児用各種デバイス
➢ プラレールを利用した筋電義手操作訓練の紹介

研究所オープンハウスURL
http://www.rehab.go.jp/ri/eventj/openhouse/2022-openhouse/

～会場案内～

義手と義足のパンフレット

情報提供

職場紹介

切断肢に関する研究

こどもの義手訓練に関する研究

➢ 断端の長さについて
➢ 変化する断端


